
昨年1 2号に、本欄の今後の展開に関して廃止も

含めて再検討の時期にきていると書きました。こ

の件に関して早速「化学の広場」に問い合わせや

意見が寄せられました。まずは、誌面を通じてお

礼申し上げます。

本欄の設立の経緯および目的に関しましては、

1 9 9 4年1号をご覧ください。編集委員会のスタン

スは基本的に、この時点と変わっておりません。

「ぶんせき」誌と会員の皆様および会員相互の

情報交換の場としてパソコン通信および本欄を利

用したいと考え、対応して参りました。お寄せい

ただいたご意見に従い急遽情報の追加などを実施

できた例もありましたが、ごく少数でした。都合

よく解釈すれば、現在の「ぶんせき」誌には特に

不満もないということになり、編集委員会として

は万々歳なのですが。

「化学の広場」の発言タイトルサービスは、そ

の多くが会員の皆様に関心の高い内容であると思

われますが、同フォーラムに参加されている方以

外は知る機会がありませんでした（現在では本誌

以外にも掲載されている雑誌があります）ので、

参考になればと思い始めたものです。これは多く

の皆さんに好評なようですので、何らかの形で存

続したいと思っております。

その後、インターネットの急速な普及などネッ

トワークの大きな変化はありましたが、複数のユ

ーザー間で双方向性のあるネットワークは現在は

まだパソコン通信だけだと思われます（急速に変

わりつつあり、いつ状況が変化するか予測はつき

ませんが）。

今しばらく、本欄の今後の展開に関しまして、

皆様からのご意見やご要望をお伺いしたいと思い

ます。「化学の広場」、e - m a i l、郵便、F A Xどのよ

うな形態でも結構です。お待ちしております。

「化学の広場」情報

昨年1年間の第9会議室の発言状況

月　 1     2     3     4     5     6     7     8     9   10   11   12

発言数 76 124   92 131   81   66   82   70   80   54   68   64

本号で紹介する発言範囲

発言番号：106～169

期間：96/12/01 ～96/12/31

〔Ｑ＆Ａ〕

オゾンの簡単な分析方法＜関連発言番号＞(82), 106, 164, 

HPLCにおける血漿試料直接導入＜関連発言番号＞(85), 107, 119

S iアルコキシドの加水分解物の分子量測定＜関連発言番号＞1 0 8 ,

123, 131, 142, 166, 

GC,GC/MS 関連について＜関連発言番号＞(103), 109, 110

sugarカラム＜関連発言番号＞111, 113, 114, 120, 129, 130, 

ガスマスについて＜関連発言番号＞115, 116, 117, 127, 139, 140,

141, 144, 147, 160, 

ピルビン酸の定量＜関連発言番号＞87, 121, 152, 153, 155

脂質の分析の前処理について＜関連発言番号＞(30), 124, 125,

COD計について＜関連発言番号＞133, 134, 138, 146, 150, 

芳香族アミン類の分析＜関連発言番号＞145, 149, 154, 167, 

DSCの自動運転について＜関連発言番号＞151, 165,

超音波ネブライザーの保守の方法について＜関連発言番号＞157

塩素化物のイオン化(LC/MS)＜関連発言番号＞158, 159, 

GCのサンプル注入方法＜関連発言番号＞(44), 169, 

〔タイトルサービス〕

「ぶんせき」，「水情報」，「環境と測定技術」

＜関連発言番号＞122, 143, 162, 

〔本欄の今後の展開について〕

＜関連発言番号＞126,  128, 132, 136, 137, 148, 161, 162, 168, 

〔その他〕

1996年11月のアクティブリスト、議長はしばらくの間，不在

＜関連発言番号＞112, 135, 

「ぶんせき」誌、本欄そしてホームページへの

ご意見、ご要望やアイディアをお待ちしておりま

す。

〔「ぶんせき」編集委員会〕

「ぶんせき」電子掲示板
再び、本欄の今後の展開

日本分析化学会ホームページのURL

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsac/




